
第５回 佐伯市廃棄物減量等推進審議会 

 
   令和５年５月 26 日（金） 午前 10 時 00 分～ 

   エコセンター番匠 大会議室（佐伯市東浜１番 38 号） 

 

 
１ 開   会 

 
２ 委嘱状交付 

 
３ 会長あいさつ 

 
４ 議   事 

 
 議題１ 第２次佐伯市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（素案）について（P2～） 

 
 議題２ 指定ごみ袋の見直し（アンケート結果）等について (P9～) 

 
     （議題１、２の事務局説明後に意見交換） 

 
５ その他   

  (1) 今後の予定（スケジュール）（P15） 

 
  (2) 事務連絡（P16.17） 

 
 
６ 閉   会 



佐伯市廃棄物減量等推進審議会委員名簿（現行）
令和５年５月26日現在

区分 団体名等 氏名（女性は網掛け） 所在地・住所 任期 選定理由
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１
（南部保健所）

R５.５.26～
R5.9.30

大分県南部地域の産業廃棄物の監視指導
権限を持ち、廃棄物や環境に関する知識を
有しているため

佐伯市区長会連合会
会長 宮 﨑

ミヤザキ
正 豊
マサトヨ

鶴岡町
R4.7.7～
R5.9.30

【団体推薦】
市民がより良い生活が送れるよう、行政と
市民とのパイプ役として市の事業に協力し
ているため

佐伯市区長会連合会
寺田区長（会長推薦） 木 許

キモト
フ ジ

大字鶴望
R3.10.1～
R5.9.30

【団体推薦】
市民がより良い生活が送れるよう、行政と
市民とのパイプ役として市の事業に協力し
ているため

佐伯市ＰＴＡ連合会
副会長 曽 宮

ソミヤ
康 生
ヤスオ

女島
R3.10.1～
R5.9.30

【団体推薦】
佐伯市ＰＴＡ連合会からの推薦

佐伯市ＰＴＡ連合会
（会長推薦） 廣 瀬

ヒロセ
美 智 子
ミチコ

蒲江大字蒲
江浦

R５.５.26～
R5.9.30

【団体推薦】
佐伯市ＰＴＡ連合会からの推薦

佐伯市ＰＴＡ連合会
（事務局） 相 川
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良 恵
ヨシエ

大字木立
R3.10.1～
R5.9.30

【団体推薦】
佐伯市ＰＴＡ連合会からの推薦

佐伯市環境審議会委員
（大分県環境審議会委員） 後 藤

ゴトウ
政 子
マサコ

直川大字下直
見

R3.10.1～
R5.9.30

【団体職指定】
環境審議会委員の中から任意抽出

佐伯市環境審議会委員
（大分県地球温暖化防止活
動推進員）

山 本
ヤマモト

眞
マ

壽
ス

美
ミ 大字長谷 R3.10.1～

R5.9.30
【団体職指定】
環境審議会委員の中から任意抽出
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総務部総務課長 疋 田

ヒキダ
真 也
シンヤ

野岡町
R５.５.26～
R5.9.30

昭和47年5月に佐伯市で創業し、地域に
密着した小売業であり、店舗の食品残渣を
利用した食品リサイクルなどにも取り組ん
でいるため

佐伯市商店街連合会
（会長推薦） 木 許

キモト
里 香
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中の島
R3.10.1～
R5.9.30

【団体推薦】
佐伯市内の小売事業者の連合会であるた
め（高橋会長は市議のため、ほかの人を推
薦。）

有限会社アサヒ産業
代表取締役 山 口

ヤマグチ
清 一 郎
セイイチロウ 西浜１０８９７−

６６
R3.10.1～
R5.9.30

廃棄物処理に関する専門知識及び経験を
有する事業者であるため

有限会社広浜環境
代表取締役 広 浜

ヒロハマ
哲 哉
テツヤ

西浜８－１２
R3.10.1～
R5.9.30

廃棄物処理に関する専門知識及び経験を
有する事業者であるため

さくら運輸株式会社
委託・リサイクル事業部 芦 刈

アシカリ
明 美
アケミ

西浜2番31号
R3.10.1～
R5.9.30

廃棄物処理に関する専門知識及び経験を
有する事業者であるため

吉田港運株式会社
総務部長 原

ハラ
昌 弘
マサヒロ 鶴谷町２丁目３

−３２
R５.５.26～
R5.9.30

廃棄物処理に関する専門知識及び経験を
有する事業者であるため

計１５名 （うち女性　７名）
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経験者
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議題１ 第２次佐伯市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（素案）について 

 

１ 現在までの振り返り 

現在の「第１次計画」は、平成２０年度に策定作業を行い、平成 21(2009)年度から令和５

(2023)年度までの１５年間の計画期間となっています。 

令和３年度から「第２次計画」の策定作業を進めていますが、その中でごみ処理の現状と課題を明

らかにし、課題解決に向け収集体制と手数料の見直しに取り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 第１回審議会・・・現状と課題を説明し、検討すべき項目を共通認識 

 

 

 

 

 

   イメージ 「粗大ごみ定期収集の見直し」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粗大ごみステッカーの 

販売もＣＤ地区のみ 
粗大ごみを集積所に出せるのは 

Ｃ、Ｄ地区のみ（ＡＢ地区は✕） 

・ 粗大ごみの収集体制が全域で統一されていない。 

・ 多量ごみ収集が様々なニーズに対応していない。 

・ 一人当たりのごみ排出量が増加傾向である。 

・ 粗大ごみの排出量が増加傾向である。 

・ 処理施設の老朽化対策が必要だが、費用が高額 

【検討すべき項目】 

１ 収集体制の見直し 

  粗大ごみ定期収集と多量ごみ収集の方向性 

２ ごみ処理手数料の見直し 

  排出量に応じた費用負担の考え方を整理 

① R3.11.11  第１回審議会 「課題の共通認識 → 検討項目を決定」  

② R4. 3.23 第２回審議会 「基本的な考え方に対する意見」 

③ R4. 4 月  市民アンケート（第１回）・・・排出方法や施策に関する意見調査 

④ R4. 7. 7  第３回審議会 ・・・ 事務局案への意見集約 

⑤ R4. 8.25 第４回審議会 ・・・ 諮問に対する答申内容を決定 

⑥ 同日付け  答申 「収集方法と手数料の見直し」 

⑦ R4.12 月  条例改正・・・※家庭ごみ搬入料金を修正可決 

⑧ Ｒ５．２.3  市議会から議会報告会意見の通知・・・値上げ反対の住民意見 

⑨ R5.3.15  市議会（議員政策研究会の提言「廃プラスチック」） 

⑩ Ｒ５．４月   市民アンケート（第２回）・・・指定ごみ袋料金見直し、廃プラ 

⑪ Ｒ５．４月   指定ごみ袋に対する市民意見・・・３０Ｌ袋の希望あり 
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② 第２回審議会・・・グループ討論により基本的な考え方を意見集約 

１班 

 住民グループ 

粗大ごみ収集は統一に向け手法を検討すべき。民間活力の利用も検討すべ

き。手数料の値上げは理解できるが、値上げ幅について要検討。 

２班 

 環境・事業グループ 

粗大ごみ収集は見直すべき。民間活力は必要なので選択肢を増やした方が良

い。手数料の値上げはやむを得ないが段階的に上げてもらいたい。 

３班 

 処理業グループ 

粗大ごみ定期収集を廃止し、有料収集を値上げし、民間ではなく市直営か委託

で対応すべき。手数料は安すぎる。 

 

③ 市民アンケート（第１回）・・・R4.4.1 から 4.28 まで実施   回答数 ８０５件 

 

④ 第３回審議会・・・事務局案に対しては、「概ね賛成」との意見をいただいた。 

 ************************ 参考 【費用負担の考え方】 ************************ 

○基本的な考え方 

 受益者負担の考え方として、①「全員が利用するサービス」を基

本の負担率として設定し、②「特定の人しか利用しないサービス」

は負担割合を高く設定することで、公正化が図れます。 

具体的には、ほとんどの市民が利用する「指定ごみ袋制ごみ処

理手数料」は①に該当し、自己都合でエコセンター番匠に自己搬入

する「搬入ごみ手数料」や引っ越しなどによる「多量ごみ収集手数

料」は②に該当します。 

○自己負担額の見直しイメージ 

多くの人が利用する指定ごみ袋による「定期収集」を基本とし、特定の人しか利用しないサービスの

負担額は高く設定します。日常生活ごみの「定期収集」をメインとすることで、収集運搬の効率化や環

境負荷の低減（自家用車ではなく乗合バスを使うイメージ）が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な質問内容 第１位回答 第２位回答 第３位回答 

2-1 燃えるごみで使う袋 ４５ℓ(黄色)袋 （91%） 20ℓ(白色)袋 （4%） 両方とも （4%） 

3-5 戸別収集いくらなら利

用したいか 

利用しない。自分で運ぶ。 

(328 件、41%) 

軽トラ 3,000 円程度 

(317 件、39%) 

利便性が上がれば高額で

もよい(102 件、13%) 

4-1 住民負担の考え方は、

どちらが近いか 

多く出す人が負担すべき 

(515 件、64%) 

量に関係なく税金で負担

すべき(271 件、34%) 

未回答(19 件、2%) 

4-4 エコセンター番匠への

搬入料金の見直しは 

単純従量制が良い 

(519 件、64%) 

定額制が良い 

(143 件、18%) 

わからない 

（133 件、17%) 

5-1 ごみ処理料金の使い道

として妥当なものは？ 

処理経費や施設整備 

(589 件、73%) 

環境美化や集積所の補助 

(126 件、16%) 

ごみ減量や３Ｒの推進費 

(79 件、10%) 
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 ⑤⑥ 第４回審議会・・・事務局案をベースに委員の意見を加え、答申書を決定 

令和４年８月２５日付 答申書（表面）  
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令和４年８月２５日付 答申書（裏面） 
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⑦ 条例改正・・・原案のうち家庭の搬入料金を修正可決（原案 10 人、修正案 14 人） 

 

   引用元 「市議会だより（令和５年２月号）」 
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⑧ 議会報告会での意見・・・議会からごみ袋値上げ反対の意見を申し伝えるもの 
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⑨ 市議会からの提言「廃プラスチック」 

⑩ 市民アンケート・・・R5.3.27 から 4.30 まで実施 回答数 940 件 

     ※ ともに議事２で説明します。 

 

⑪ 指定ごみ袋に対する市民意見 

4/7(手紙)  ごみ袋の種類が少ない。黄色だと大きすぎ、白色だと小さい。中間の 30Ｌ位のが欲しいです。 

4/19(電話) 二人世帯なので、黄色だと大きすぎ、白色だと小さい。中間の 30Ｌ位のが欲しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 第２次計画の素案について 

  計画素案の概要を事務局が説明 

 

  【特に委員の意見を聞きたい部分】 

  ・Ｐ１２ 「施策評価」・・・取組評価や成果について 

  ・Ｐ１３ 「課題」・・・内容 

  ・Ｐ１８ 「目標達成のための施策」・・・取組項目 

  ・その他表現  「資源ごみ」を「資源物」に変更 
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議題２ 指定ごみ袋の見直し（アンケート結果）について 

○実施期間    令和５年 3 月 27 日（月）から４月３０日（日） 

〇回 答 数    940 件 〔①郵送：５０２件(回収率 50.2%)、②ＷＥＢ：421 件、③窓口回収：17 件〕 

 

○質問と回答状況 

 Ｑ１．回答者に関する情報 

 [１－１ 居住エリア] 

 【回答状況】 回答者の最も多い地域は、佐伯地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 [１－２ 年代] 

 【回答状況】 「50 代」が 23%、以下「40 代」18%、「70 代」17%、「60 代」16%の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問内容 第１位 第２位 ５人の場合(イメージ) 

2-3 住民負担の考え

方 

多く出す人が負担すべき 

(621 件、66%) 

量に関係なく税金で負担す

べき(166 件、18%) 

３人：「多く出す人が負担」 

１人：「税金で負担」 

2-4 現在のごみ処理

費を負担すべき世代 

現在世代が負担すべき 

(756 件、80%) 

将来世代が負担すべき 

(23 件、2.4%) 

４人：「現在世代が負担」 

3-3 指定ごみ袋の見

直し案について 

見直しはやむを得ない 

(580 件、62%) 

見直しには反対 

(199 件、21%) 

３人：「見直しはやむを得ない」 

１人：「見直しには反対」 

3-4 見直し案での自

己負担の感じ方 

妥当と思う 

(476 件、51%) 

高いと思う 

(241 件、26%) 

３人：「妥当又は安い(9%)」 

１人：「高いと思う」 

630 件（67.0%） 

 29 件（  3.1%） 

 87 件（  9.3%） 

 20 件（  2.1%） 

 27 件（  2.9%） 

 25 件（  2.7%） 

 42 件（  4.5%） 

 14 件（  1.5%) 

 61 件（  6.5%) 
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 Ｑ２．ごみ処理事業の財源 

 [２－１ 人件費以外で年間約１４億円の処理経費がかかっていることを知っていましたか？] 

 【回答状況】 「知らなかった」が 89%で大多数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [２－２ 手数料が値上がりすることになった場合、あなたはごみを減らそうと思いますか？] 

 【回答状況】 「今よりもごみを減らそうと思う」が 60%で多数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [２－３ 住民負担の考え方について、あなたの考えに近いのはどれですか？] 

 【回答状況】 「ごみを多く出す人が多く負担すべき」が 66%と多数を占めており、「排出量に関係なく税金で 

         負担すべき」は 18%となっている。 
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 [２－４ 「現在の処理費用はできる限り現在世代が負担するべき」という考えがありますが、あなたは 

       どちらの考えが近いですか？] 

 【回答状況】 「現在世代でなるべく負担すべき」が 80%で大多数を占めている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３．指定ごみ袋について 

 [３－１ 収集サービスとして、年間約 3,000 円の自己負担をどう思いますか？] 

  【回答状況】 「妥当と思う」が 50%で最多となり、以下「安いと思う」3２％、「高いと思う」８%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [3－２ ごみを出す人の自己負担額は、年間でどれくらい負担すべきと思いますか？] 

  【回答状況】 「3,000 円程度」が 49%で最多となり、以下「4,000～5,000 円」が２1％、「5,000～ 

          6,000 円」が 9%となっている。 
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 [３－３ 見直し案〔大袋（４５Ｌ）４５円、中袋（３０Ｌ）袋３０円、小袋（15L）１５円〕をどう思いますか？] 

  【回答状況】 「見直しはやむを得ない」が 62%と多数を占め、「見なおしには反対」は 21％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [３－４ 見直し案の場合、年間 1,560 円の自己負担が増えると試算されますが、どう思いますか？] 

 【回答状況】 「妥当と思う」が５１%で最多となり、「高いと思う」は 26％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [3－5 中サイズ（約３０Ｌ）の袋を検討中ですが、市民ニーズやごみの減量等に役立つと思いますか？] 

 【回答状況】 「役に立つと思う」が 43%で最多となり、「役に立つとは思わない」は 40％となっている。 
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Ｑ４．プラスチックの分別と再資源化 

 [４－１ 県内では７自治体がペットボトルの有料指定ごみ袋を導入していますが、資源ごみ用の指定袋に 

      ついてどう思いますか？] 

 【回答状況】 「資源化を推進するため無料のままが良い」が６６％と多数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [４－２ ペットボトル以外の廃プラスチックについて、県内では７自治体が資源収集しています。 

      廃プラスチックを資源化するには、収集やリサイクルの費用が必要ですが、どう思いますか？] 

 【回答状況】 「資源ごみにすべきではない」が４１％、「資源ごみとすべき」は３５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [４－３ 廃プラスチックの分別には、分別・乾燥・保管などが必要となりますが、どう思いますか？] 

 【回答状況】 「手間がかかるので分別は難しい」が 53%で最多となり、「資源ごみとして分別収集すべき」は 

        36%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○佐伯市議会議員政策研究会「佐伯市における廃プラスチック問題について」  別冊資料 
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意見交換（グループごと）   簡単な自己紹介と発表者を決定してから、意見交換へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言者名 意 見 等 の 記 入 欄 

  

  

  

  

  

○佐伯市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 （抜粋） 

第 8 条 市は、次に掲げる事項を審議させるため、佐伯市廃棄物減量等推進審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

(1) 一般廃棄物等の分別及び収集の実施方法に関すること。 

(2) 廃棄物の減量及びその再生利用の推進方策に関すること。 

(3) 廃棄物の減量等についての住民啓発に関すること。 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要があると認める事項 
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※各項目の数字の単位は千円

地方債
457,700

地方債, 155,900

使用料及び手数料
175,118

使用料及び手数料,
2,192,491

発電収入, 
3,000

発電収入, 
580,000

その他, 27,142

その他, 365,136一般財源
897,995

一般財源
973,932

工事費
243,794

工事費
177,111

収集運搬費
7,345

収集運搬費
89,732

中間処理費…

中間処理費
465,352

最終処分費
17,744

最終処分費
119,755

車両購入費
8,635

車両購入費
50,778

収集運搬委託,
216,817

収集運搬委託, 
1,108,353

中間処理委託
514,721

中間処理委託
658,287

最終処分委託
33,821

最終処分委託
238,464

その他委託
5,875

その他委託
759,647

その他
41,949

その他
604,240
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佐伯市・熊本市 R2年度 歳入・歳出 内訳比較（人件費別途）
都道府県支出金 地方債 使用料及び手数料 発電収入 その他 一般財源
工事費 人件費 収集運搬費 中間処理費 最終処分費 車両購入費
収集運搬委託 中間処理委託 最終処分委託 その他委託 その他

熊本市佐伯市
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